
(57)【要約】

【課題】

　車室内に形成された開口部を開閉可能に閉鎖する蓋体

の開閉のために為される操作ノブの押し込み操作または

引き出し操作のどちらの操作にも対応することができる

ロック装置を提供する。

【解決手段】

　車室内に形成された開口部１２を閉鎖した状態で蓋体

１４を係止するロック機構２１と、その係止を解除する

ために操作される操作ノブ１８と、ロック機構２１に連

結部材２２を介して連結されるカム機構とを備えるロッ

ク装置１７である。カム機構は、操作ノブ１８に設けら

れたカムピン２５と、カムピン２５を受け入れるカム溝

２６が形成された回動可能なカム板１９とを有し、ロッ

ク機構２１が蓋体１４を係止しているときには、カムピ

ン２５は、カム溝２６の長手方向で見た中央部に位置し

ている。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 室 内 に 形 成 さ れ た 開 口 部 を 開 閉 可 能 に 閉 鎖 す る 蓋 体 を 前 記 開 口 部 が 閉 鎖 さ れ る 位 置 に
解 除 可 能 に 係 止 す る ロ ッ ク 機 構 と 、 該 ロ ッ ク 機 構 に よ る 前 記 蓋 体 の 係 止 を 解 除 す る た め に
操 作 さ れ る 操 作 ノ ブ と 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 に 連 結 部 材 を 介 し て 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 ノ ブ が 与
え ら れ た 操 作 力 を 前 記 ロ ッ ク 機 構 の 係 止 を 解 除 す る た め の 解 除 力 に 変 換 す る カ ム 機 構 と を
備 え る 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 カ ム 機 構 は 、 前 記 操 作 ノ ブ に 設 け ら れ 該 操 作 ノ ブ の 操 作 に よ り 揺 動 す る カ ム ピ ン と
、 該 カ ム ピ ン を 受 け 入 れ る カ ム 溝 が 形 成 さ れ 、 前 記 連 結 部 材 が 連 結 さ れ た 回 動 可 能 な カ ム
板 と を 有 し 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 が 前 記 蓋 体 を 前 記 開 口 部 が 閉 鎖 さ れ る 位 置 に 係 止 し て い る と
き に は 前 記 カ ム 溝 の 長 手 方 向 で 見 た 中 央 部 に 前 記 カ ム ピ ン が 位 置 し 、 該 カ ム ピ ン が 前 記 操
作 ノ ブ の 操 作 に よ っ て 前 記 カ ム 溝 の 中 央 部 か ら 該 カ ム 溝 の 両 端 部 の い ず れ か 一 方 へ 移 動 し
た と き 前 記 カ ム ピ ン の 移 動 方 向 に 拘 わ ら ず 前 記 カ ム 板 が 同 一 方 向 に 回 動 し 、 こ の 回 動 に よ
り 前 記 ロ ッ ク 機 構 に よ る 前 記 蓋 体 の 係 止 が 解 除 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ッ ク 機 構 が 前 記 蓋 体 の 係 止 状 態 に あ る と き 、 前 記 カ ム 板 は 、 前 記 カ ム ピ ン の 揺 動
面 に 関 し て 前 記 カ ム 溝 が 傾 斜 を 為 す 回 転 姿 勢 に 在 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ロ
ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 蓋 体 は 開 閉 の た め の 枢 軸 を 有 し 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 は 、 前 記 蓋 体 の 枢 軸 方 向 の 両 端 に
設 け ら れ 、 前 記 連 結 部 材 を 介 し て の 押 圧 力 ま た は 引 張 力 の い ず れ か 一 方 に よ り 前 記 蓋 体 の
係 止 を 解 除 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ロ ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 操 作 ノ ブ は 、 枢 軸 を 有 し 、 押 し 込 み 操 作 ま た は 引 き 出 し 操 作 を 受 け て 揺 動 可 能 で あ
り 、 前 記 カ ム ピ ン は 、 前 記 操 作 ノ ブ の 枢 軸 方 向 に 対 し て 直 角 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ロ ッ ク 装 置 。
　  
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 自 動 車 な ど の 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に 設 け ら れ る グ ロ ー ブ
ボ ッ ク ス の た め の ロ ッ ク 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 例 え ば 、 自 動 車 な ど の 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に 設 け ら れ る グ ロ ー ブ
ボ ッ ク ス に は 、 該 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 蓋 体 を 開 閉 可 能 に 係 止 す る た め の ロ ッ ク 装 置 が 設 け
ら れ て い る 。 該 ロ ッ ク 装 置 は 、 前 記 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 内 に 前 記 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス を
収 容 し た 状 態 を 保 持 す る た め に 係 止 す る ロ ッ ク 機 構 と 、 該 ロ ッ ク 機 構 に よ る 前 記 グ ロ ー ブ
ボ ッ ク ス の 係 止 を 解 除 す る た め に 押 し 込 み 操 作 ま た は 引 き 出 し 操 作 を 受 け て 揺 動 す る 操 作
ノ ブ と 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 に 連 結 部 材 を 介 し て 連 結 さ れ る カ ム 機 構 と を 備 え る 。 前 記 操 作 ノ
ブ が 受 け た 操 作 力 は 、 前 記 カ ム 機 構 に よ り 前 記 ロ ッ ク 機 構 の 係 止 を 解 除 す る た め の 解 除 力
に 変 換 さ れ る の で 、 該 ロ ッ ク 機 構 の 係 止 は 、 前 記 操 作 ノ ブ を 操 作 す る こ と で 解 除 で き る （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ６ ４ ７ 号 公 報 （ 第 ２ － ６ 頁 、 第 １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の ロ ッ ク 装 置 で は 、 前 記 操 作 ノ ブ の 押 し 込 み 操 作 ま た は 引 き 出 し 操
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作 の ど ち ら か 一 方 に よ る 該 操 作 ノ ブ の 揺 動 動 作 に だ け に し か 前 記 変 換 機 構 が 対 応 で き な か
っ た の で 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 の 係 止 を 解 除 す る た め の 前 記 操 作 ノ ブ の 操 作 方 向 は 予 め 決 ま っ
て し ま う 。 こ の た め 、 例 え ば 、 車 両 内 の デ ザ イ ン に 応 じ て あ る い は 乗 員 の 所 望 に よ り 前 記
グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 前 記 操 作 ノ ブ の 操 作 方 向 を 変 更 す る 、 す な わ ち 押 し 込 み 操 作 か ら 引 き
出 し 操 作 に ま た は 引 き 出 し 操 作 か ら 押 し 込 み 操 作 に 変 更 す る た め に は 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 、
前 記 操 作 ノ ブ あ る い は 前 記 カ ム 機 構 を 変 更 ま た は 前 記 ロ ッ ク 装 置 全 体 を 取 り 替 え る 必 要 が
あ り 、 汎 用 性 に 乏 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 車 室 内 に 形 成 さ れ た 開 口 部 を 開 閉 可 能 に 閉 鎖 す る 蓋 体 の 開 閉
の た め に 為 さ れ る 操 作 ノ ブ の 押 し 込 み 操 作 ま た は 引 き 出 し 操 作 の ど ち ら の 操 作 に も 対 応 す
る こ と が で き る ロ ッ ク 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置 は 、 車 室 内 に 形 成
さ れ た 開 口 部 を 開 閉 可 能 に 閉 鎖 す る 蓋 体 を 前 記 開 口 部 が 閉 鎖 さ れ る 位 置 に 解 除 可 能 に 係 止
す る ロ ッ ク 機 構 と 、 該 ロ ッ ク 機 構 に よ る 前 記 蓋 体 の 係 止 を 解 除 す る た め に 操 作 さ れ る 操 作
ノ ブ と 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 に 連 結 部 材 を 介 し て 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 ノ ブ が 与 え ら れ た 操 作 力
を 前 記 ロ ッ ク 機 構 の 係 止 を 解 除 す る た め の 解 除 力 に 変 換 す る カ ム 機 構 と を 備 え る 蓋 体 の ロ
ッ ク 装 置 で あ っ て 、 前 記 カ ム 機 構 は 、 前 記 操 作 ノ ブ に 設 け ら れ 該 操 作 ノ ブ の 操 作 に よ り 揺
動 す る カ ム ピ ン と 、 該 カ ム ピ ン を 受 け 入 れ る カ ム 溝 が 形 成 さ れ 、 前 記 連 結 部 材 が 連 結 さ れ
た 回 動 可 能 な カ ム 板 と を 有 し 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 が 前 記 蓋 体 を 前 記 開 口 部 が 閉 鎖 さ れ る 位 置
に 係 止 し て い る と き に は 前 記 カ ム 溝 の 長 手 方 向 で 見 た 中 央 部 に 前 記 カ ム ピ ン が 位 置 し 、 該
カ ム ピ ン が 前 記 操 作 ノ ブ の 操 作 に よ っ て 前 記 カ ム 溝 の 中 央 部 か ら 該 カ ム 溝 の 両 端 部 の い ず
れ か 一 方 へ 移 動 し た と き 前 記 カ ム ピ ン の 移 動 方 向 に 拘 わ ら ず 前 記 カ ム 板 が 同 一 方 向 に 回 動
し 、 こ の 回 動 に よ り 前 記 ロ ッ ク 機 構 に よ る 前 記 蓋 体 の 係 止 が 解 除 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置 に お い て 、
前 記 ロ ッ ク 機 構 が 前 記 蓋 体 の 係 止 状 態 に あ る と き 、 前 記 カ ム 板 は 、 前 記 カ ム ピ ン の 揺 動 面
に 関 し て 前 記 カ ム 溝 が 傾 斜 を 為 す 回 転 姿 勢 に 在 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置 に お い て 、
前 記 蓋 体 は 開 閉 の た め の 枢 軸 を 有 し 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 は 、 前 記 蓋 体 の 枢 軸 方 向 の 両 端 に 設
け ら れ 、 前 記 連 結 部 材 を 介 し て の 押 圧 力 ま た は 引 張 力 の い ず れ か 一 方 に よ り 前 記 蓋 体 の 係
止 を 解 除 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置 に お い て 、
前 記 操 作 ノ ブ は 、 枢 軸 を 有 し 、 押 し 込 み 操 作 ま た は 引 き 出 し 操 作 を 受 け て 揺 動 可 能 で あ り
、 前 記 カ ム ピ ン は 、 前 記 操 作 ノ ブ の 枢 軸 方 向 に 対 し て 直 角 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置 で は 、 前 記 ロ ッ ク 機 構 の 係 止 を 解 除 す る た め に 前 記
操 作 ノ ブ が 操 作 さ れ る 場 合 に は 、 前 記 カ ム ピ ン は 、 常 に 前 記 カ ム 溝 の 中 央 部 か ら 該 カ ム 溝
の 一 対 の 端 部 の い ず れ か 一 方 へ と 移 動 す る こ と に よ り 、 前 記 カ ム 板 は 同 一 方 向 に 回 動 す る
。 こ の た め 、 前 記 操 作 ノ ブ の 操 作 に よ り 揺 動 す る 前 記 カ ム ピ ン の 前 記 カ ム 溝 内 で の 移 動 方
向 に 拘 わ ら ず 前 記 カ ム 板 は 同 一 方 向 に 回 動 す る の で 、 例 え ば 、 前 記 操 作 ノ ブ が 、 押 し 込 み
操 作 ま た は 引 き 出 し 操 作 の い ず れ の 操 作 を さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 前 記 カ ム 機 構 は 、 前 記
操 作 ノ ブ が 与 え ら れ た 操 作 力 を 前 記 ロ ッ ク 機 構 の 係 止 を 解 除 す る た め の 解 除 力 に 変 換 す る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 請 求 項 ２ な い し 請 求 項 ４ に 記 載 の 蓋 体 の ロ ッ ク 装 置 で は 、 前 記 カ ム ピ ン が 前 記 カ ム 溝 の
中 心 か ら 該 カ ム 溝 の 端 部 へ と 移 動 す る こ と で 、 前 記 カ ム ピ ン は 、 前 記 カ ム 溝 と 当 接 し 、 そ
の 当 接 し た 個 所 を 移 動 方 向 に 付 勢 し な が ら 移 動 す る の で 前 記 カ ム 板 を 回 動 さ せ る 。 こ の と
き 、 前 記 カ ム ピ ン が 前 記 カ ム 溝 の 両 端 部 の ど ち ら に 移 動 し た 場 合 で あ っ て も 、 前 記 カ ム 溝
は 、 前 記 カ ム ピ ン の 揺 動 動 作 が 形 成 す る 前 記 面 に 関 し て 傾 斜 を 持 ち 且 つ 長 手 方 向 の 中 心 位
置 で 前 記 面 を 横 切 っ て 伸 長 し て い る た め 、 前 記 カ ム 溝 の 形 状 お よ び 前 記 カ ム ピ ン が 前 記 カ
ム 溝 を 付 勢 す る 方 向 は 、 該 カ ム 溝 の 長 手 方 向 の 中 心 位 置 を 中 心 と し て 点 対 称 と な っ て い る
の で 、 前 記 カ ム 板 は 同 一 方 向 に 回 動 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る ロ ッ ク 装 置 で は 、 ロ ッ ク 機 構 の 係 止 を 解 除 す る た め に 操 作 ノ ブ が 操 作 さ れ
る 場 合 に は 、 カ ム ピ ン は 、 常 に カ ム 溝 の 中 心 か ら 該 カ ム 溝 の 端 部 へ と 移 動 す る こ と に よ り
、 前 記 カ ム ピ ン の 前 記 カ ム 溝 内 で の 移 動 方 向 に 拘 わ ら ず 、 該 カ ム 溝 が 設 け ら れ た カ ム 板 は
同 一 方 向 に 回 動 す る 。 し た が っ て 本 発 明 に よ れ ば 、 例 え ば 、 前 記 操 作 ノ ブ が 、 押 し 込 み 操
作 ま た は 引 き 出 し 操 作 の い ず れ の 操 作 を さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 前 記 操 作 ノ ブ が 与 え ら れ
た 操 作 力 を 前 記 ロ ッ ク 機 構 の 係 止 を 解 除 す る た め の 解 除 力 に 変 換 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 を 図 １ な い し 図 ６ に 示 し た 実 施 例 に 沿 っ て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 車 両 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に 設 け ら れ た グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス に 本 発 明 に 係 る
ロ ッ ク 装 置 を 組 み 込 ん だ 一 例 を 部 分 的 に 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ は 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ １ に 形 成 さ れ
た 開 口 部 １ ２ に 一 対 の ヒ ン ジ １ ３ を 介 し て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 グ ロ ー ブ ボ ッ
ク ス １ ０ は 、 蓋 体 １ ４ と 該 蓋 体 に 設 け ら れ た 収 納 部 １ ５ と を 有 す る 。 蓋 体 １ ４ は 、 グ ロ ー
ブ ボ ッ ク ス １ ０ を イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ １ 内 に 収 容 し た と き に 開 口 部 １ ２ に 嵌 合 し 、
該 開 口 部 を 閉 塞 す る 。 蓋 体 １ ４ の 内 側 に は 、 蓋 体 １ ４ に 取 り 付 け ら れ た ロ ッ ク 装 置 収 容 ケ
ー ス １ ６ に 覆 わ れ た ロ ッ ク 装 置 １ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ク 装 置 １ ７ は 、 蓋 体 １ ４ を 矩 形 状 に 開 放 す る ノ ブ 開 口 部 ２ ３ （
図 １ 参 照 。 ） に 設 け ら れ 、 蓋 体 １ ４ の 表 面 側 か ら 操 作 可 能 な 平 板 状 の 操 作 ノ ブ １ ８ と 、 操
作 ノ ブ １ ８ の 裏 面 側 す な わ ち 蓋 体 １ ４ の 裏 面 側 に 位 置 す る よ う に 支 持 部 ３ ８ を 介 し て 蓋 体
１ ４ に 取 り 付 け ら れ 、 カ ム 板 １ ９ が 組 み 込 ま れ た カ ム 板 ケ ー ス ２ ０ と 、 蓋 体 １ ４ の 両 側 端
に 設 け ら れ る （ 図 ３ 参 照 。 ） 一 対 の ロ ッ ク 機 構 ２ １ と 、 カ ム 板 １ ９ お よ び 各 ロ ッ ク 機 構 ２
１ を 連 結 す る 一 対 の 連 結 部 材 ２ ２ （ 図 ３ 参 照 。 ） と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 操 作 ノ ブ １ ８ は 、 操 作 ノ ブ １ ８ の 両 端 に 設 け ら れ た 枢 軸 ２ ４ を 蓋 体 １ ４ の ノ ブ 開 口 部 ２
３ （ 図 １ 参 照 。 ） に 揺 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 操 作 ノ ブ １ ８ に は 、 カ ム 板 １ ９ へ 向 け て
伸 長 す る カ ム ピ ン ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 カ ム ピ ン ２ ５ は 、 枢 軸 ２ ４ の 軸 線 方 向 に 対 し て
直 角 な 位 置 関 係 に な る よ う に 、 平 板 状 の 操 作 ノ ブ １ ８ の 平 面 か ら 直 角 に 立 ち 上 が っ て 形 成
さ れ て い る 。 こ の た め 、 カ ム ピ ン ２ ５ は 、 操 作 ノ ブ １ ８ の 揺 動 に 連 動 し て 枢 軸 ２ ４ を 中 心
に 揺 動 す る 。 操 作 ノ ブ １ ８ は 、 該 操 作 ノ ブ が 操 作 さ れ て い な い 状 態 で は 、 ノ ブ 開 口 部 ２ ３
で 蓋 体 １ ４ の 板 厚 内 に 位 置 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 カ ム 板 １ ９ は 、 円 形 状 を 呈 し 、 そ の 縁 部 を カ ム 板 ケ ー ス ２ ０ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い
る 。 カ ム 板 １ ９ に は 、 カ ム ピ ン ２ ５ を 受 け 入 れ 可 能 に カ ム 板 １ ９ を 貫 通 す る カ ム 溝 ２ ６ が
形 成 さ れ て い る 。 カ ム 溝 ２ ６ は 、 そ の 中 央 部 が 円 形 状 の カ ム 板 １ ９ の 回 動 軸 線 上 に 位 置 す
る よ う に 、 カ ム 板 １ ９ 上 を 直 線 状 に 伸 長 し て い る 。 操 作 ノ ブ １ ８ が 操 作 さ れ て い な い 状 態
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、 す な わ ち 操 作 ノ ブ １ ８ が ノ ブ 開 口 部 ２ ３ で 蓋 体 １ ４ の 板 厚 内 に 位 置 し て い る と き に は 、
カ ム ピ ン ２ ５ が カ ム 溝 ２ ６ の 長 手 方 向 の 中 央 部 と な る 前 記 回 動 軸 線 上 に 位 置 し 、 カ ム 溝 ２
６ が カ ム ピ ン ２ ５ の 揺 動 面 に 関 し て 傾 斜 を 持 つ よ う に 、 カ ム 板 １ ９ を 有 す る カ ム 板 ケ ー ス
２ ０ が 、 操 作 ノ ブ １ ８ の 裏 面 に 配 置 さ れ る 。 こ の よ う に 配 置 す る こ と に よ り 、 カ ム 溝 ２ ６
の 形 状 お よ び 枢 軸 ２ ４ を 中 心 に 揺 動 す る カ ム ピ ン ２ ５ の 動 作 が カ ム 板 １ ９ の 回 動 軸 線 を 中
心 と し て 点 対 称 と な っ て い る 。 こ の た め 、 回 動 可 能 な カ ム 板 １ ９ は 、 カ ム ピ ン ２ ５ が カ ム
溝 ２ ６ の 中 央 部 か ら 該 カ ム 溝 の 両 端 部 の い ず れ の 方 向 へ 移 動 し て も 、 カ ム ピ ン ２ ５ お よ び
カ ム 溝 ２ ６ の 働 き に よ り 同 一 方 向 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ に 示 さ れ た II－ II線 に 沿 っ て 得 ら れ た 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 一 対 の ロ ッ ク 機 構 ２ １ は 、 蓋 体 １ ４ に 取 り 付 け ら れ た 中 空 円 柱 形 状
の シ リ ン ダ 部 ２ ７ と 、 該 シ リ ン ダ 部 内 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ た ピ ス ト ン 部 ２ ８ と を 有 す る
。 シ リ ン ダ 部 ２ ７ に は コ イ ル バ ネ ２ ９ が 設 け ら れ 、 ピ ス ト ン 部 ２ ８ は コ イ ル バ ネ ２ ９ に よ
り 蓋 体 １ ４ の 側 端 に 向 け て 付 勢 さ れ る 。 ピ ス ト ン 部 ２ ８ の 蓋 体 １ ４ の 側 端 側 に は 、 係 止 部
３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 係 止 部 ３ ０ は 、 ピ ス ト ン 部 ２ ８ か ら 円 柱 形 状 に 突 起 し 、 そ の 先 端
に は 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ を イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ １ 内 に 収 容 す る と き に 係 止 部 ３
０ が イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ １ の 開 口 部 １ ２ に 引 っ 掛 か る こ と を 防 ぐ 傾 斜 面 （ 図 示 せ ず
。 ） が 形 成 さ れ て い る 。 係 止 部 ３ ０ は 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ の 収 納 部 １ ５ に 形 成 さ れ た
貫 通 孔 ３ １ を 挿 通 し て 開 口 部 １ ２ に 設 け ら れ た 係 止 孔 ３ ２ と 係 合 す る 。 係 止 孔 ３ ２ は 、 蓋
体 １ ４ が イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ １ に 形 成 さ れ た 開 口 部 １ ２ を 閉 鎖 す る 位 置 で 係 止 部 ３
０ と 係 合 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。 ロ ッ ク 機 構 ２ １ は 、 シ リ ン ダ 部 ２ ７ が コ イ ル バ ネ ２
９ に よ り 蓋 体 １ ４ の 側 端 側 に 付 勢 さ れ 、 こ の 付 勢 に よ り 係 止 部 ３ ０ が 貫 通 孔 ３ １ を 挿 通 し
て 係 止 孔 ３ ２ と 係 合 す る こ と で 、 蓋 体 １ ４ が イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ １ に 形 成 さ れ た 開
口 部 １ ２ を 閉 鎖 し て 係 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 対 の 連 結 部 材 ２ ２ は 、 ワ イ ヤ ３ ３ と 、 該 ワ イ ヤ を 案 内 す る た め に ワ イ ヤ ３ ３ が 挿 通 さ
れ 、 蓋 体 １ ４ に 取 り 付 け ら れ た ワ イ ヤ チ ュ ー ブ ３ ４ と を 有 す る 。 ワ イ ヤ ３ ３ は 、 そ の 一 端
は カ ム 板 １ ９ に 取 り 付 け ら れ 、 他 端 は 、 ピ ス ト ン 部 ２ ８ の コ イ ル バ ネ ２ ９ に 付 勢 さ れ た 面
に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 操 作 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、 図 ２ に 示 さ れ た III－ III線 に 沿
っ て 得 ら れ た 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ を 使 用 す る と き に は 、 ロ ッ ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋 体 １ ４ の 係 止 を 解
除 す る た め に 、 操 作 ノ ブ １ ８ は 、 押 し 込 み 操 作 ま た は 引 き 出 し 操 作 の い ず れ か 一 方 が 為 さ
れ る 。 図 ４ に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 操 作 ノ ブ １ ８ は 、 こ の 操 作 に よ り 枢 軸 ２ ４ を 中 心 と
し て 揺 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 の 操 作 で あ る 押 し 込 み 操 作 、 す な わ ち 操 作 ノ ブ １ ８ が 押 し 込 ま れ る と 、 操 作 ノ ブ １
８ か ら 伸 長 す る カ ム ピ ン ２ ５ は 、 操 作 ノ ブ １ ８ の 揺 動 に 連 動 し て 揺 動 し 、 蓋 体 １ ４ の 上 端
側 す な わ ち 上 方 に カ ム 溝 ２ ６ の 内 方 で 移 動 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ム ピ ン ２ ５ が 上 方
に 移 動 す る と 、 カ ム 板 ケ ー ス ２ ０ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る カ ム 板 １ ９ は 、 カ ム ピ ン ２
５ と カ ム 溝 ２ ６ と の 働 き に よ り 、 図 ３ に 矢 印 で 示 す 反 時 計 方 向 に 回 動 す る 。 カ ム 板 １ ９ が
反 時 計 方 向 に 回 動 す る と カ ム 板 １ ９ に 取 り 付 け ら れ た 一 対 の ワ イ ヤ ３ ３ が ワ イ ヤ チ ュ ー ブ
３ ４ の 中 か ら 引 き 出 さ れ る よ う に 引 っ 張 ら れ る の で 、 ロ ッ ク 機 構 ２ １ の ピ ス ト ン 部 ２ ８ は
、 コ イ ル バ ネ ２ ９ の 付 勢 に 逆 ら う よ う に 引 っ 張 ら れ 、 ピ ス ト ン 部 ２ ８ に 設 け ら れ た 係 止 部
３ ０ が 収 納 部 １ ５ 側 へ 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 係 止 部 ３ ０ と 係 止 孔 ３ ２ と が 係 合 し な く な
る の で 、 ロ ッ ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋 体 １ ４ の 係 止 は 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 他 方 の 操 作 で あ る 引 き 出 し 操 作 、 す な わ ち 操 作 ノ ブ １ ８ が 引 き 出 さ れ る と 、 操 作 ノ ブ １
８ か ら 伸 長 す る カ ム ピ ン ２ ５ は 、 操 作 ノ ブ １ ８ に 連 動 し て カ ム 溝 ２ ６ の 内 方 で 下 方 （ 蓋 体
１ ４ の 下 端 側 ） に 移 動 す る 。 カ ム ピ ン ２ ５ が 下 方 に 移 動 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ム
ピ ン ２ ５ と カ ム 溝 ２ ６ と の 働 き に よ り 、 操 作 ノ ブ １ ８ が 押 し 込 ま れ た 場 合 と 同 様 に 反 時 計
方 向 に カ ム 板 １ ９ は 回 動 す る 。 こ の た め 、 ロ ッ ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋 体 １ ４ の 係 止 が 解 除 さ
れ る 。 こ れ に よ り 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ は 開 放 さ れ 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ピ ス ト ン 部 ２ ８ は コ イ ル バ ネ ２ ９ に よ り 蓋 体 １ ４ の 側 端 側 に 付 勢 さ れ て い る の で 、 ロ ッ
ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋 体 １ ４ の 係 止 を 解 除 す る た め の 操 作 ノ ブ １ ８ の 操 作 が 終 わ る と 、 ワ イ
ヤ ３ ３ が ピ ス ト ン 部 ２ ８ に 引 っ 張 ら れ る こ と で 、 カ ム 板 １ ９ が 右 回 り に 回 動 し 、 操 作 ノ ブ
１ ８ は ノ ブ 開 口 部 ２ ３ で 蓋 体 １ ４ の 板 厚 内 の 復 帰 位 置 に 戻 る 。 ま た 、 コ イ ル バ ネ ２ ９ の ピ
ス ト ン 部 ２ ８ へ の 付 勢 に よ り 係 止 部 ３ ０ は 貫 通 孔 ３ １ を 挿 通 し て 収 納 部 １ ５ か ら 突 出 す る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ を イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ １ 内 に 収 容 す る と き に は 、 グ ロ ー ブ
ボ ッ ク ス １ ０ を 押 し て 該 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス を イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ １ 側 に 回 動 さ せ る
（ 図 １ 参 照 。 ） 。 こ の と き 、 収 納 部 １ ５ の 両 端 か ら は 係 止 部 ３ ０ が 突 出 し て い る が 、 両 係
止 部 ３ ０ の 先 端 に は 傾 斜 面 （ 図 示 せ ず 。 ） が 形 成 さ れ て い る の で 、 該 傾 斜 面 が イ ン ス ト ル
メ ン ト パ ネ ル １ １ の 開 口 部 １ ２ と 当 接 す る こ と で 係 止 部 ３ ０ は コ イ ル バ ネ ２ ９ の 付 勢 に 逆
ら っ て 付 勢 さ れ る 。 こ の た め 、 ピ ス ト ン 部 ２ ８ は シ リ ン ダ 部 ２ ７ 内 を コ イ ル バ ネ ２ ９ の 付
勢 に 逆 ら っ て 移 動 す る の で 、 係 止 部 ３ ０ は 収 納 部 １ ５ の 貫 通 孔 ３ １ に 埋 没 す る 。 グ ロ ー ブ
ボ ッ ク ス １ ０ が イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ １ 内 に 収 容 さ れ る 位 置 に 移 動 す る と 、 係 止 部 ３
０ は 、 再 び 収 納 部 １ ５ か ら 突 出 し て 係 止 孔 ３ ２ と 係 合 す る 。 こ れ に よ り 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク
ス １ ０ が イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル １ １ 内 に 収 容 さ れ た 状 態 で ロ ッ ク 機 構 ２ １ に よ り 蓋 体 １
４ が 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 の ロ ッ ク 装 置 １ ７ を 備 え た グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ で は 、 操 作 ノ ブ
１ ８ を 押 し 込 み 操 作 ま た は 引 き 出 し 操 作 の い ず れ の 操 作 を し て も 、 カ ム ピ ン ２ ５ と カ ム 溝
２ ６ と の 働 き に よ り 、 カ ム 板 １ ９ は 、 反 時 計 方 向 に 回 動 し 、 ワ イ ヤ ３ ３ を 介 し て ロ ッ ク 機
構 ２ １ に よ る 蓋 体 １ ４ の 係 止 を 解 除 す る の で 、 蓋 体 １ ４ を 開 放 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 の ロ ッ ク 装 置 １ ７ を 備 え た グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ は 、 乗 員 が 押 し 込 み 操
作 ま た は 引 き 出 し 操 作 の い ず れ か 一 つ の 操 作 を 適 宜 選 択 し て ロ ッ ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋 体 １
４ の 係 止 を 解 除 す る こ と が で き る の で 利 便 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 例 に 記 載 の ロ ッ ク 装 置 １ ７ に よ れ ば 、 操 作 ノ ブ １ ８ が 、 押 し 込 み 操
作 ま た は 引 き 出 し 操 作 の い ず れ の 操 作 を さ れ た 場 合 で あ っ て も 、 ロ ッ ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋
体 １ ４ の 係 止 を 解 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 ロ ッ ク 装 置 １ ７ を 次 の よ う に 構 成 し て も 良 い 。 図 ５ お よ び 図 ６ に は 、 上 記 し た 実
施 例 と 異 な る 構 成 を 表 す 図 ４ と 同 様 の 断 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ に 示 す ロ ッ ク 装 置 １ ７ で は 、 操 作 ノ ブ １ ８ の 押 し 込 み 操 作 に よ る 揺 動 を 抑 止 す る た
め の 抑 止 部 ３ ５ が 操 作 ノ ブ １ ８ の 上 部 に 設 け ら れ て い る 。 こ れ は 、 引 き 出 し 操 作 で の み ロ
ッ ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋 体 １ ４ の 係 止 を 解 除 す る こ と が で き る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ に 示 す ロ ッ ク 装 置 １ ７ で は 、 蓋 体 １ ４ の ノ ブ 開 口 部 ２ ３ に ガ イ ド 部 ３ ６ が 形 成 さ れ
、 ガ イ ド 部 ３ ６ に 嵌 合 可 能 な 形 状 の 押 圧 部 ３ ７ が ガ イ ド 部 ３ ６ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 ガ イ
ド 部 ３ ６ は 、 操 作 ノ ブ １ ８ が 嵌 合 可 能 な 筒 形 状 を 呈 す る 。 ガ イ ド 部 ３ ６ に は 、 操 作 ノ ブ １
８ が 揺 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 押 圧 部 ３ ７ は ガ イ ド 部 ３ ６ に 摺 動 可 能 に 嵌 合 し て い る 。
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押 圧 部 ３ ７ の 下 端 に は 、 操 作 ノ ブ １ ８ の 下 端 部 を 押 圧 可 能 に 伸 長 す る 伸 長 部 分 ３ ７ ａ が 設
け ら れ て い る 。 図 ６ に 示 す ロ ッ ク 装 置 １ ７ を 備 え る グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ を 使 用 す る と き
に は 、 押 圧 部 ３ ７ を 押 し て 該 押 圧 部 を 滑 動 さ せ る こ と に よ り 、 操 作 ノ ブ １ ８ は 、 そ の 下 端
が 伸 長 部 分 ３ ７ ａ に 押 さ れ て 揺 動 す る こ と で 、 操 作 ノ ブ １ ８ が 押 し 込 み 操 作 を さ れ た と き
と 同 じ 動 作 を す る こ と に な る た め 、 ロ ッ ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋 体 １ ４ の 係 止 を 解 除 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 し た よ う に ロ ッ ク 装 置 １ ７ を 構 成 す る と 、 例 え ば 、 車 両 の デ ザ イ ン
に 応 じ て 押 し 込 み 操 作 ま た は 引 き 出 し 操 作 の い ず れ か 一 つ の 操 作 が 可 能 な ロ ッ ク 装 置 １ ７
を 備 え た グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １ ０ を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ５ お よ び 図 ６ の ロ ッ ク
装 置 １ ７ で は 、 カ ム 板 １ ９ が 設 け ら れ た カ ム 板 ケ ー ス ２ ０ 、 一 対 の ロ ッ ク 機 構 ２ １ お よ び
一 対 の 連 結 部 材 ２ ２ を 一 切 変 更 す る こ と な く 、 ロ ッ ク 装 置 １ ７ の 操 作 方 法 を 適 宜 選 択 し 変
更 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 車 両 の デ ザ イ ン に 応 じ て ま た は 乗 員 が 所 望 に
よ り ロ ッ ク 装 置 １ ７ の 操 作 方 法 を 変 更 す る 場 合 で あ っ て も 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 し た ロ ッ
ク 装 置 １ ７ は 、 カ ム 板 １ ９ が 設 け ら れ た カ ム 板 ケ ー ス ２ ０ 、 一 対 の ロ ッ ク 機 構 ２ １ お よ び
一 対 の 連 結 部 材 ２ ２ を 共 用 す る こ と が で き 、 変 更 す る 作 業 は 容 易 で あ り 、 汎 用 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 し た よ う に ロ ッ ク 装 置 １ ７ を 構 成 す る 場 合 、 基 本 的 に は 、 操 作 ノ ブ
１ ８ は コ イ ル バ ネ ２ ９ の 付 勢 力 に よ り ノ ブ 開 口 部 ２ ３ で 蓋 体 １ ４ の 板 厚 内 の 復 帰 位 置 に 戻
る が 、 こ の 復 帰 動 作 を 助 け る た め に 、 例 え ば 、 リ タ ー ン ス プ リ ン グ を 操 作 ノ ブ １ ８ に 設 け
て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 上 記 し た 実 施 例 で は 、 ロ ッ ク 装 置 １ ７ は 、 ロ ッ ク 機 構 ２ １ の ピ ス ト ン 部 ２ ８ に 取
り 付 け ら れ た 連 結 部 材 ２ ２ の ワ イ ヤ ３ ３ を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋
体 １ ４ の 係 止 を 解 除 し て い た が 、 上 記 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 ワ
イ ヤ ３ ３ に 替 え て 、 ロ ッ ド を 用 い る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 上 記 し た 実 施 例 と 同 様 に ロ
ッ ド を 引 っ 張 る こ と に よ り ロ ッ ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋 体 １ ４ の 係 止 を 解 除 で き る よ う に 構 成
し て も よ い 。 ま た 、 上 記 し た 実 施 例 と は 異 な り 、 例 え ば 、 梃 子 の 一 端 に 係 止 孔 に 嵌 合 可 能
な 係 止 部 を 設 け 、 他 端 を ロ ッ ド に よ り 押 す こ と で ロ ッ ク 機 構 ２ １ に よ る 蓋 体 １ ４ の 係 止 を
解 除 で き る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ の よ う に 、 ロ ッ ド が 押 す こ と に よ り ロ ッ ク 機 構 ２ １
に よ る 蓋 体 １ ４ の 係 止 を 解 除 す る と き に は 、 カ ム 板 １ ９ の 回 動 に よ り ロ ッ ド が 押 さ れ る よ
う に 、 ロ ッ ド を カ ム 板 １ ９ に 取 り 付 け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 し た 実 施 例 で は 、 カ ム 板 １ ９ は 円 形 状 を 呈 し て い た が 、 カ ム ピ ン ２ ５ の 移 動 に よ り
回 動 す る よ う に カ ム 溝 ２ ６ が 設 け ら れ て い れ ば よ く 、 上 記 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で
は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 カ ム 溝 ２ ６ は 、 カ ム 板 １ ９ 上 に 直 線 状 に 形 成 さ れ て い た が 、 カ ム ピ ン ２ ５ の 上 方
へ の 移 動 ま た は 下 方 へ の 移 動 の い ず れ の 場 合 で あ っ て も 、 カ ム 板 １ ９ を 同 一 方 向 に 回 動 さ
せ る も の で あ れ ば よ く 、 上 記 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 カ ム 溝 ２ ６
は 、 該 カ ム 溝 内 を カ ム ピ ン ２ ５ が 円 滑 に 動 作 で き る よ う に カ ム 板 １ ９ 上 に 曲 線 状 （ 例 え ば
Ｓ 字 状 ） に 形 成 し て も 良 い 。 こ の 場 合 に は 、 カ ム 板 １ ９ を 同 一 方 向 に 回 動 さ せ る た め に 、
カ ム 溝 ２ ６ は 、 カ ム 板 １ ９ の 回 動 軸 線 上 を 通 り 、 該 回 動 軸 線 を 中 心 と し た 点 対 称 に カ ム 板
１ ９ 上 を 曲 線 状 に 伸 長 す る よ う に 形 成 す る 。 操 作 ノ ブ １ ８ が 操 作 さ れ て い な い 状 態 の と き
に は 、 カ ム 板 １ ９ は 、 カ ム ピ ン ２ ５ が 前 記 回 動 軸 線 上 に 位 置 し 、 カ ム 溝 ２ ６ が カ ム ピ ン ２
５ の 揺 動 面 に 関 し て 傾 斜 を 持 つ よ う に 配 置 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 記 し た 実 施 例 で は 、 蓋 体 １ ４ に 収 納 部 １ ５ が 一 体 的 に 設 け ら れ て グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス １
０ を 形 成 し て い た が 、 例 え ば 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 収 納 部 を 蓋 体 と は 別 体 に イ ン ス ト ル メ
ン ト パ ネ ル 内 に 形 成 し 、 蓋 体 の み を 回 動 可 能 に 設 け て も よ く 、 上 記 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ
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る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ロ ッ ク 装 置 を 備 え た グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 一 例 を 部 分 的 に 示 す 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る ロ ッ ク 装 置 を 部 分 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 し た II― II線 に 沿 っ て 得 ら れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 し た III― III線 に 沿 っ て 得 ら れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ と は 異 な る 形 態 を 示 す 図 ４ と 同 様 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 さ ら に 図 ４ と は 異 な る 形 態 を 示 す 図 ４ と 同 様 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ ２ 　 開 口 部
１ ３ 　 （ 蓋 体 の 枢 軸 と し て の ） ヒ ン ジ
１ ４ 　 蓋 体
１ ７ 　 ロ ッ ク 装 置
１ ８ 　 操 作 ノ ブ
１ ９ 　 カ ム 板
２ １ 　 ロ ッ ク 機 構
２ ２ 　 連 結 部 材
２ ４ 　 （ 操 作 ノ ブ の ） 枢 軸 　
２ ５ 　 カ ム ピ ン
２ ６ 　 カ ム 溝
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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